
 下郷町放課後子ども教室での茶道体験は、えがわっ子クラブにおいて長

年行われてきたそうですが、昨年度から３つの子ども教室のプログラムに

なったとのことでした。子ども教室同士で体験プログラムの情報を共有

し、それぞれの子ども教室の活動にも生かしている事例です。 

また、地域のサークルと連携して一緒に活動することが、地域住民

の生涯学習の活性化にもつながっていました。放課後子ども教室が地域

づくりの一助になっている素晴らしい事例ですね。 
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１２月１２日（金）、あさひだっ子クラブの活動を取材しました。 

この日は、下郷町茶道愛好会の方々をお呼びして、茶道を体験して

いました。「お茶苦いけれど、大好きです！」とおかわりをする子供、

苦い抹茶が苦手なのか顔をしかめて飲む子供など様子は様々でした

が、皆一様に、友だちと談笑しながら楽しいひと時を過ごしていまし

た。また、「お茶をくれた人は、おばあちゃんの友達です。」と喜んで

話してくれた子供もいました。地域の人との関わりがよほど嬉しい

のでしょうね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらの二次元コードから、閲覧・ダウンロードができます → 

＜茶道愛好会の方から＞ 
 

 小学生のうちに経験することで、将来、また茶道をやってみようと思

ってくれると嬉しいです。こういった場を提供していただくことは大変

ありがたいです。今回はお茶を飲むだけでしたが、何回かこういった機

会があると、お茶をたてる体験も設定できるかもしれません。 


